
仙台フィルハーモニークラブ (SPC)

最近の活動状況

1.喧伊j行事 rspcふれあい懇鼓会Jを開懐

本年 2月 11 告に新年会を兼ねて関擢し、出賭した仙台ブイ/レ指弾者・山下一史氏、他台フィル楽

員脊率、 SPC会員の三者が、仙台フィルの更なる発援のため、五いiこ一層努力する事を誓い合った。 

2. “5・5 (ゴーゴー〉キャンベーン"への協力

このキャンベーンは、定期・オープン・饗場の各会員増を践的に、本年 3Aから 4Aにかけて仙

台フィルが実蒐したもので、 f5・5 (ゴーとまー)Jとは、定期会員数を雨宮とも気治人一一言tH粉

人に、という冒標の象祭。 SPCは f指揮者、オ…ケストラ、聴殺が…つの空罵と詩需を共宥し

てこそ得られる生議奏の感動と喜がを、もっと多くの人々と共に味わい、分かち合い、より大き

な力で{山台フィルの更なる成長と前還を後押しして特きたいj との患いを込捨て懇裂に協力し、

顕著な成果を上庁た。また、 SPCも間体として f費助金提J，こ登錯した。 

3. rspc茶話会j を開始 
SPCの設立動機の一つでもあった f仙合ブイルヱ定期終潰後、聴衆関士が自自に感患を述べ合うな

どしてコンサートの余韻を楽しむJをど目的に、本年 S月から轡年文化センター内カフェレストラ

ン“ウィーンの森"を会場として開始。 SPC会織のみならず、{山台フィノレ楽員有毒や山響ファ

ンクラブ会員の飛び入り参加などもあって好郡東縮中。内、 7月の f第 3回j を「特別拡大版

“ピアパーティー"J として、仙台フィル櫛搬者・山下…史氏をゲストにビール飲み放題で実施。

氏の貴重なお話を伺いながら大いに語り合い、親臨惑?深めた。 

4.金報 rPHILHARMONYCLUBJとその時外 rsPC通信』を継続発行

双方とも、 1995年の餅刊以来中断なく発行し、本年 11月現在、会報が Vo1.41 (年 3回発行)に、

通信が Vol.l48(毎定期発行〕に速した。

特に、 WPHII正王ARMONYCLUB~ では、低年の Vol.23 より、新音楽ホール建設の必要
性を啓発する「音業堂際題全考える Jシリーズ会連載し、毎号、仙台市議会の全議員に配布して

いる。また 06年の Vo1.35より fお鱗さん情報j のコーナ}を開設し、友好団体である出響及び山

響ファンクラブの動静会訴えている。

まお、南刊行物とも 06年ロ月より、議IJflJ号から最新号までの全号が f宮接果関書館みやぎ資料 
反議され、常雲寺欝覧再議と在っている。i，こJ室

5.今後の予定。 
こ爵寵するべく準議中。総合フィルートロ17S'丹1年09をど jおもしろセミナーSPC回17第f 

ンボーン奏者の菊地公諸氏を講鮮に紹き、言語棄を挟みながら楽器にまつわるお話をどして頭く予定。

その他、ファンクラブ活動でアピールしたい事など 

SPCは聴衆が自発的に立ち上げた“勝手連"的組織であり、 1995年の発足時から今日に筆るまで、

自主独立の精神で息長く活動して来?と。近年では社会的認知度も高まり、期待される場面も多くなっ

て来ているが、それに応えるため fいかにしてクラブ自体の体制を強化し、仙台フィルとの関僚会良

好に保って行くかJが日開最も心を僻く所であり、今後の課題でもある。


